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DNAの存在とその意義

1,500

講 師 峯田 寿裕 平成16年度佐賀大学学内

COE

医学部中堅研

究者育成支援

事業

DNAマイクロアレイを用いた悪性脳

腫瘍におけるゲノム異常の解析と個別

化術後補助療法の確立

800

助 手 増岡 淳 平成16年文部科学省科学研

究補助金

若手研究 下垂体腺腫の網羅的遺伝子解析 1,200


